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ッ
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り
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真駒内滝野霊園も参加しております

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（Scenic

　Byw
ay

）と
は
、景
観（
シ
ー
ン
）

の
形
容
詞（Scenic

）と
、わ
き
道・よ
り
道
を
意
味
す
る
バ
イ
ウ
ェ
イ

（Byw
ay

）を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
行

政
と
連
携
し
、「
美
し
い
景
観
づ
く
り
」「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」「
魅

力
あ
る
観
光
空
間
づ
く
り
」を
め
ざ
す
取
り
組
み
で
す
。

現
在
、道
内
で
は
11
の
ル
ー
ト
が
認
定
さ
れ
、約
3
5
0
団
体
が
活

動
。平
成
23
年
7
月
、札
幌
市
内
初
の
指
定
ル
ー
ト
と
な
っ
た「
札
幌
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
藻
岩
山
麓・定
山
渓
ル
ー
ト
」で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て『
住
ん
で
よ
し
　訪
れ
て
よ
し
』の
南
区
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

真
駒
内
滝
野
霊
園
も
平
成
22
年
よ
り
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、南
区

の
活
性
化
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
と
芸
術・歴
史
資
源
が
と
け
あ
う「
札
幌
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
藻
岩
山
麓・定
山
渓
ル
ー
ト
」か
ら
、今
回
は『
定
山
渓
温
泉
』を

ご
紹
介
し
ま
す
。

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
に
つ
い
て

札
幌
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　
　藻
岩
山
麓
・
定
山
渓
ル
ー
ト

定
山
渓
温
泉

自
然
美
と
情
緒
が
と
け
あ
う

湯
量
豊
富
な
温
泉
街

新
緑
の
春
紅
葉
、
す
が
す
が

し
い
深
緑
、
燃
え
立
つ
よ
う
な

紅
葉
、
そ
し
て
真
っ
白
な
冬
景

色
と
一
年
中
渓
谷
美
に
つ
つ
ま

れ
る「
定
山
渓
温
泉
」。
豊
か
な

森
か
ら
地
中
に
し
み
こ
ん
だ
地

下
水
が
温
泉
の
源
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
60
〜
80
℃
の

良
質
な
湯
が
毎
分
８
、６
０
０

リ
ッ
ト
ル
も
自
然
湧
出
し
て
い

ま
す
。
と
ろ
り
と
し
た
無
色
透

明
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
で

カ
ラ
ダ
の
芯
か
ら
ポ
カ
ポ
カ
あ

た
た
ま
り
ま
す
。

開
湯
は
古
く
、
１
８
６
６

（
慶
応
２
）
年
、
修
験
僧
・
美

泉
定
山（
み
い
ず
み
じ
ょ
う
ざ
ん
）

が
湯
治
場
を
つ
く
り
、
札
幌
を

代
表
す
る
現
在
の
温
泉
街
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。

旅
人
を
魅
了
す
る
景
勝
地

定
山
渓
で
は
、こ
こ
に
し
か
な

い
絶
景
に
数
多
く
出
会
え
ま
す
。

温
泉
街
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

は
、
豊
平
川
上
流
の
渓
谷
を

見
渡
す
真
っ
赤
な
二
見
吊
橋
。

眼
下
に
か
っ
ぱ
伝
説
が
残
る

「
か
っ
ぱ
淵
」や「
二
見
岩
」が

望
め
、
桜
や
紅
葉
な
ど
四
季
の

色
合
い
に
染
ま
る
散
策
路
へ
続

い
て
い
ま
す
。

他
に
、
豊
平
川
と
白
井
川
の

合
流
地
点
に
広
が
る「
舞
鶴
の

瀞（
と
ろ
）
」は
、
両
岸
か
ら
張

り
出
す
木
々
が
静
か
な
水
面
に

映
り
、
特
に
紅
葉
の
時
期
に
は

圧
倒
的
な
美
し
さ
で
見
る
人
を

魅
了
し
ま
す
。
錦
橋
か
ら
堪
能

す
る
ほ
か
カ
ヌ
ー
で
の
水
上
散

歩
も
お
す
す
め
で
す
。

温
泉
街
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど

の「
豊
平
峡
」は
、
紅
葉
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
桜
・
新
緑
シ
ー
ズ
ン
も
穴

場
的
見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

体
験
観
光
が
大
人
気
！

温
泉
で
の
ん
び
り
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、最
近
で
は
身
近
な
自

然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

遊
び
方
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
自
然
と
の
一
体
感
に
心
躍

る
カ
ヌ
ー
＆
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

周
辺
に
点
在
す
る「
砥
山
ふ
れ

あ
い
果
樹
園
」「
八
剣
山
果
樹

園
」「
定
山
渓
フ
ァ
ー
ム
」で
の

果
物
狩
り
、
さ
ら
に「
八
剣
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
」で
の
ワ
イ
ン
づ

く
り
、
乗
馬
、
テ
ニ
ス
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
な
ど
体
験
観
光
メ

ニ
ュ
ー
が
も
り
だ
く
さ
ん
で

す
。ま

た
、
待
望
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
も
誕
生
し
、
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
で
ラ
ク
ラ
ク
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
景
勝
地
め
ぐ
り
を
満

喫
で
き
ま
す
。

グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
も
多
彩

定
山
渓
で
は
、
こ
だ
わ
り
の

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
個

性
あ
ふ
れ
る
店
舗
が
続
々
と
誕

生
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
を
は
じ
め
季
節
の
手
作
り
ス

イ
ー
ツ
が
自
慢
の「
ジ
ェ
イ
・

グ
ラ
ッ
セ
」、
香
ば
し
い
石
窯

パ
ン
の「
ヴ
ェ
ル
ジ
ネ
・
バ
ッ

カ
ー
ノ
」、
焼
き
立
て
パ
ン
や

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を

足
湯
テ
ラ
ス
で
も
楽
し
め
る

「
バ
ー
チ
テ
ラ
ス
」な
ど
、
お
腹

も
気
分
も
満
た
す
空
間
が
旅
人

た
ち
を
あ
た
た
か
く
迎
え
て
い

ま
す
。

温
泉
三
昧
で
ゆ
っ
た
り
、
グ

ル
メ
や
レ
ジ
ャ
ー
、
絶
景
に
わ

く
わ
く
…
…
気
軽
に
日
常
を
離

れ
て
、
自
分
だ
け
の
楽
し
み
方

を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

定山渓ネイチャールミナリエ
二見公園から二見吊橋、かっぱ淵にかけて約230mの遊歩道をライ
ティング。自然を活かした繊細で美しい灯りが、定山渓の夜を彩りま
す。静かにゆらめく光の回廊から光の森を抜けると、渓谷に浮かびあ
がる赤い二見吊橋。ゆらりゆらりと光の花が足元に舞います。浴衣姿
で、幻想的な散策をのんびり楽しめます。10月22日（日）まで毎日
開催。

ドラマチックな景観に圧倒される「舞鶴の瀞」

ラフティングなど
アクティビティも人気

おしゃれなカフェめぐりも楽しい

定山渓温泉へのアクセス
●札幌駅から定山渓温泉直行便「かっぱライナー号」
　またはじょうてつバス「定山渓温泉」で約１時間
●札幌中心部から車で約45分
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http://jozankei.jp

次
回
の
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ 

よ
り
道
ド
ラ
イ
ブ
」は『
札
幌
も
い
わ
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
・
展
望
台
』を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定山渓温泉
地下鉄南北線
真駒内駅

豊平峡
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